2015.10.30
食品衛生レビュー№78　●うっかりミスが大きな事故に
　10月21日の新聞、テレビが「15日に東京都中央区京橋の老舗の飲食店で、お冷の水を飲んだ女性客が舌の痺れやのどの痛みなどを訴え、病院で手当てを受けた。すでに営業自粛をしているが、中央区保健所は21日午前に、3日間の営業停止命令を出した。」と報道しました。食器洗浄用の塩素系洗剤（漂白剤）が混入されたとされ、うっかりミスと思われ、その結果として7日間の休業となりました。そこで概要、原因の推定、対策を述べます。
概要
発生日時　　10月15日（木）　午前11時頃

発生場所　　東京都中央区京橋　飲食店

原因食品　　飲み水

患者数　　　５人（女性）
原因物質　　塩素
休業期間　　7日間（営業自粛：10月17～20日、行政処分：21～23日）
新聞等の報道で考えられること
　まだ、発生原因について、飲食店、行政からの発表がありませんので推定です。
　新聞等の報道では、塩素濃度は500ppmで、ピッチャーから注がれた水とされています。これから一番考えられることは、前日閉店時に従業員がピッチャーに塩素系洗浄液（漂白剤、次亜塩素酸ナトリウム液の希釈水）を入れて帰宅。翌朝、前日とは異なる従業員が塩素系洗浄液は捨てられ水道水が入っているものと思い、氷を入れて、客用のコップに注ぎ、当日一番早い客に提供したものと考えます。
　塩素系洗浄剤の希釈水を飲んだ場合には、緊急に胃洗浄をしなくてはならないので、救急車を呼ぶ必要性があります。時には救急隊から警察へ「毒物の疑い」との連絡が入り、保健所へも連絡が入ります。営業自粛（自主休業）が当日からでないので、口に含んで吐いた程度で、飲み込んでいなかったと思います。舌の痺れやのどの痛みなどの軽症だったと思います。
　飲食店等への営業自粛（自主休業）は原因が特定できない場合に行政機関（保健所）から指導を行います。発生日は15日ですので、多くの場合、営業自粛は15日からで、15日に新聞、テレビで報道されます。
新聞、テレビで報道は行政処分日の21日です。21日の新聞報道では『女性客らは、翌日、保健所に「水から塩素臭がした。気分が悪い」と訴えた』とされており、保健所の探知は16日で、状況調査をして17日からの営業自粛を指導したものと思います。そして、「警視庁が、毒物が混入した可能性がるので調査をしている」との報道があります。
　
まとめ及び対策
　今回の開店時に、飲み水に塩素系洗浄剤が混入する事故は、毎年のように全国で一回程度は発生しています。交通事故ならば赤信号なのに飛び出して事故を起こすような、個人的には何十年に一回ある事故のような、「うっかりミス」の典型的な事例です。しかし、飲食店にとっては7日間の休業、信用の低下等など大きな事故に発展しました。

　開店時の点検表にピッチャー点検を加えても「魔が差す」ことがあるので、元を絶つのが一番と思います。
参考として、2013年に同様な事故が発生した飲食店チェーンでは、次のような再発防止対策を行うことにしました。
　○容器本体に直接希釈液を入れての殺菌（漂白）を行わない。
　○塩素系漂白剤の使用については、同一担当者が責任をもって完了する。
（笈川：ウォーターピッチャーへ入れるのは水だけなので、漂白剤希釈液を入れておく必要はありません）

　漂白剤・洗浄剤の市販品の塩素濃度は、おおむね6％ですので、今回の500ppmは約100倍希釈となります。可能性は少ないですが、飲み込んだ場合には、早い胃洗浄が必用で救急車を呼びます。毒物混入が疑われたらパトカー、鑑識の車がサイレンを鳴らしてきます。あってはならない事故ですが、どこかで発生する可能性はあります。このような光景を思い浮かべて対策を考えてください。（笈川　和男）
